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トーアダンパー®Ｄ－２１５ 

 

 

 

     １．トーアダンパー®Ｄ－２１５は粘着性のあるベルト状シ－ル材

です。ブチルゴムを主成分としこれに粘着付与材、鉄粉等を配

合しております。 

       ブチルゴムは未加硫の状態であり、特に粘着性に優れており、

平面部、曲面部を問わず、作業性が極めて優れております。比

重が高く、特に制振性に優れておりアスベストおよびその他人

体に影響のある物質は一切含まれておりません。 

 

     ２．特徴 

 

       １）粘着性が優れ全ての下地に対してよく密着し、振動による

離脱、スランプがない。 

       ２）不乾性で表面も内部も恒久的に柔軟性を保持する。 

       ３）耐寒性、耐熱性に優れている。 

       ４）皮膚に対して無害、無刺激である。 

       ５）耐水性に優れ、吸水性はほとんど認められない。 

       ６）化学的に長期にわたり極めて安定である。 

              ７）高比重であり制振性に優れている。 

 

          ３．使用温度範囲 

              －２０℃～１３０℃の広い範囲で使用可能です。 

             （注：実機においては取り付け方法とか環境が当社試験方法と異

なるため実機試験での確認をお願いします。） 

 

          4．用途 

       エアコン、冷蔵庫の制振 
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     ５．性状及び試験方法 

 

 
       項   目      性   状 

  1.  色調・外観      黒色、ベルト状 

  2.  比   重      ２．２±０．１ 

  3.  針 入 度      ４０±７ 

  4.  耐熱耐振動性      ダレ切れしない 

  5.  耐 熱 性      硬化、亀裂、落下なし 

  6.  引張り力、伸び 
     １．０kgf/cm2 以上  

300%以上 

  7.  膨張、収縮性      ±３％以内 

  8.  耐水、耐湿性      鋼板からの剥離なし 

  9.  屈 曲 性      亀裂の発生なし 

 10.   吸 水 率      １％以下 

 11.   接 着 力      １，０００gf/20mm 幅以上 

 
     

 

  

  

 

 

      試験方法 

 

          １．色調・外観     目視による。 

 

          ２．比   重          水中置換法による。 

 

          ３．針 入 度          JIS K 2207 石油アスファルト針入度試験

器  ２５℃ ５０ｇ荷重 ５秒間 

 

          ４．耐熱耐振動性    試験片（t３×１０×１００）をシ－ズ 

ヒ－タ－内蔵のφ９．３mmの銅管に吊り、 

銅管表面温度を１３０℃に保ち、０．３mの 
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正弦波振動を与え１６８時間放置する。 

          ５．耐 熱 性          Ａ．試料（t５×５０×１００）をステン

レス板 

 に軽く圧着し水平及び垂直に保持し、 

 130℃恒温槽に２４時間放置する。 

 

                 Ｂ．同上の試料をφ９．５の銅管に巻き付け

水平及び垂直に保持し、１３０℃恒温槽に２

４時間放置する。 

 

          ６．引張り力、伸び      JIS２号試験片を準備し、常温において

オ－トグラフ試験機にて２００mm/min

の引っ張り速度で測定する。 

引っ張り力は加重最大時の値とし、伸び

は破断時の伸び率とする。 

 

          ７．膨張、収縮性    試料（t１０×５０×１００）を１００℃

恒温槽に１時間放置後幅、長さを測定す

る。 

試料（t１０×５０×１００）を－１５℃

中に２時間放置後幅、長さを測定する。 

 

          ８．耐水、耐湿性    試料（t１０×５０×１００）を鋼板に軽

く圧着し水中に２４時間放置する。 

   

          ９．屈 曲 性          試料（t１０×５０×１００）を－２０℃

に５時間放置後直ちに１インチ丸棒に巻

き付ける。 

 

        １０．吸 水 率     試験片（t５×２０×２０）を常温水中に

７２時間放置し、その後ろ紙で軽く水分

を取り最初の重量と比較する。 

 

        １１．接 着 力     試験片（t５×２０×１５０）を加圧しな

い状態で２枚を重ね合わせオートグラフ

試験機にて T 字剥離を行う。引っ張り速

度は３００mm/min、温度は室温とする。 
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